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（１）人口の増減  ― 年少人口の減少 ―
　以下のグラフは、本市の総人口の変動を示したものです。

１．付属資料

　本市においては、総人口はゆるやかに減少に転ずることが予想されています。基本構想の最終年度
である平成37年度には、平成24年1月1日現在174,186人であった人口が166,939人となり、7,247
人減少する推計となっています。
　次に、年齢区分ごとの人口の推移について分析します。
　以下のグラフは、平成24年を100としたときの、年齢区分ごとの人口の推移を示しています。
　なお、年齢区分は、年少人口である0歳から14歳、生産年齢人口である15歳から64歳、高齢者人
口である65歳以上としました。
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　今後20年間で、全体人口が減少していくなか、65歳以上の人口はやや増加し、0～14歳及び15～
64歳の人口の割合は減少することが予想されています。
　徐々にではありますが、人口構成について、今後20年間で少子高齢社会の進行が予想されています。

　年少人口を対象に詳細な分析を行うと、年少人口の人口減少は顕著ですが、特に、幼年人口（0～6
歳）、児童数（7～12歳）については、今後20年間で、前者が2,572人（27.4％）、後者が2,219人（25.2%）
と、急激な減少が予想されています。
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　高齢者人口についても詳細な分析を行うと、高齢者人口全体では、その増加は緩やかですが、年齢
別に見ると75歳以上のいわゆる後期高齢者の割合が大きく増加することが予想されます。

（２）地区による推移の違い
　本市では、地域によって人口推移の特色が異なるため、次に地域ごとの人口の推移についても詳細
な分析を行いました。
　平成24年の各地域の人口を100とした場合の、今後20年間の変化についての予想は以下のグラフ
のとおりです。
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　大船地域では、人口はほぼ横ばいで推移することが予想されています。
　また、鎌倉地域、深沢地域及び玉縄地域では、全体としては緩やかに減少していくことが予想され
ています。
　他方、腰越地域では、急激に人口が減少し、20年後には現在の人口から18.9％減少することが予
想されます。
　上記結果を踏まえ、次に各地域における人口推移について、年少人口、生産年齢人口及び高齢者人
口の別に人口の分析を行ったうえで、各地域の特徴や、課題を検討します。

　鎌倉地域においては、今後20年間で、0～14歳の人口は771人（13.8％）、15～64歳の人口は1,549
人（5.6％）、65歳以上の人口は888人（6.2％）減少することが予想されています。
　鎌倉地域全体では、今後20年間で3,209人（6.7％）の減少が予想されており、そのなかでも、0～
14歳の人口は約1割減少します。さらに年齢別にみると、0～6歳については582人（23.7％）、7～
12歳については302人（12.4％）の減少が予想されます。
　各年齢層の全人口に対する割合について、平成24年と20年後を比較すると、0～14歳は11.8%か
ら10.9％に、15歳～64歳は58.1％から58.8％に、65歳以上は30.1％から30.3％に、それぞれ推
移することが予想されており、年齢層からみた人口構造に大きな変化がない点も鎌倉地域の特徴であ
るといえます。
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　腰越地域においては、今後20年間で、0～14歳の人口は457人（16.7％）、15～64歳の人口は3,170
人（22.0％）、65歳以上の人口は1,119人（14.0％）減少することが予想されています。
　腰越地域全体では、今後20年間で4,746人（18.9％）の減少が予想されており、全世代において人
口が大きく減少する点が腰越地域の特徴です。
　各年齢層の全人口に対する割合について、平成24年と20年後を比較すると、0～14歳は10.9%か
ら11.2％に、15歳～64歳は57.4％から55.2％に、65歳以上は31.8％から33.7％に、それぞれ推
移することが予想されており、生産人口の人口減少が大きいことから、他の地域と比べ、唯一、年少
人口の割合が今後20年で増加すると予想されるのが腰越地域の特徴です。
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　深沢地域においては、今後20年間で、0～14歳の人口は1,226人（28.2%）、15～64歳の人口は
2,199人（10.6％）減少する一方、65歳以上の人口については、407人（4.3％）増加することが予想さ
れています。
　深沢地域全体では、今後20年間で3,018人（8.8％）の減少が予想されており、0～14歳及び15～
64歳の人口が大きく減少するなかで、65歳以上の人口が増加する点がこの地域の特徴です。
　この推移により、各年齢層の全人口に対する割合は、平成24年と20年後を比較すると、0～14歳
は12.6%から10.0％に、15歳～64歳は60.0％から58.9％に、65歳以上は27.3％から31.2％に、
それぞれ推移することが予想されています。
　また、65歳以上の人口増加の内訳をみると、75歳以上の方の占める割合が、50.8％から59.2％
へと大きく増加することが予想されます。
このように、深沢地域では、今後20年間における人口構造の変化が比較的大きいことが分かります。
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　大船地域においては、今後20年間で、0～14歳の人口は658人（13.3%）、15～64歳の人口は493
人（1.9％）減少するものの、65歳以上の人口については、513人（5.0％）増加することが予想されて
います。
　大船地域全体では、今後20年間で638人（1.5％）の減少が予想されますが、他地域に比べると人口
の減少が緩やかであることが特徴的です。
　各年齢層の全人口に対する割合について、平成24年と20年後を比較すると、0～14歳は11.8%か
ら10.4％に、15歳～64歳は63.4％から63.2％に、65歳以上は24.7％から26.3％に、それぞれ推
移することが予想されています。
　特に0～14歳の年少人口については、今後20年間で、1割程度の減少が予想されており、さらに年
齢別に見ると0～6歳及び7～12歳については、それぞれ414人（17.9％）、244人（12.2％）と、大幅
な減少が予想されています。
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　玉縄地域においては、今後20年間で、0～14歳の人口は1,178人（34.2%）、15～64歳の人口は
2,004人（12.6％）それぞれ減少する一方、65歳以上の人口については、1,177人（20.1％）増加する
ことが予想されています。
　玉縄地域全体では、今後20年間で2,005人（5.6％）の減少が予想されており、0～14歳及び15～
64歳の人口が大きく減少するなかで、65歳以上の人口が増加することが玉縄地域の特徴です。この
特徴は深沢地域と同様ですが、玉縄地域は、よりこの傾向が顕著であるといえます。
　各年齢層の全人口に対する割合について、平成24年と20年後を比較すると、0～14歳は13.7%か
ら9.8％に、15歳～64歳は63.1％から60.0％に、65歳以上は23.3％から30.3％に、それぞれ推移
することが予想されます。
　また、65歳以上の人口増加の内訳をみると、75歳以上の占める割合が、44.5％から60.4％へと
増加することが予想されます。
　このように、玉縄地域は、他地域と比較して年齢構造の変化が大きく、なかでも高齢社会が進行す
る速度が早いことが分かります。
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（３）各地域に共通の課題
　以上で分析したとおり、本市の人口推移は地域によって異なる特徴があります。また一方で、各地
域に共通にみられる特徴もあります。
　各地域に共通にみられる特徴として、具体的には、年少人口の減少、後期高齢者の増加があげられ
ます。ここでは、これらに関して詳細に分析することにより、本市において各地域が共通で対応する
べき課題を検討します。

① 少子化
　各地域で共通の状況として、少子化があげられます。
　そのなかでも、今後20年間でみると、0～6歳の幼年人口、7～12歳の児童数の減少が顕著であり、
各地域のその推移は以下のグラフのとおりです。
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② 高齢社会
　本市全体としては人口の減少が予想されるなかで、65歳以上の高齢者人口については、地域に
よっては増加します。また、本市全体でも、高齢者人口の割合は、今後20年で増加することが予
測されます。
　高齢者のなかでも、特に75歳以上の後期高齢者の割合の増加は顕著であり、各地域のその推移
は以下のグラフのとおりです。
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（１）歳入

（２）歳出
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平成16年度 平成18年度平成17年度 平成20年度平成19年度 平成22年度平成21年度 平成23年度

鎌倉市

全国平均

85.5%85.5%

88.3%88.3% 88.0%88.0%

93.5%93.5% 92.8%92.8% 92.7%92.7%
94.2%94.2%

95.9%95.9%

90.5%90.5% 90.2%90.2% 90.3%90.3%
92.0%92.0% 91.8%91.8% 91.8%91.8%

89.2%89.2%
90.3%90.3%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

平成16年度 平成18年度平成17年度 平成20年度平成19年度 平成22年度平成21年度 平成23年度

4,961 4,961 5,306 5,306 5,610 5,610 

9,520 9,520 
10,225 10,225 

6,288 6,288 6,630 6,630 

6,719 6,719 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000



（３）企業会計的手法に基づく財政状況
① 資産と負債の状況
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③ 公共施設の老朽化の状況

資産老朽化比率（%）＝
減価償却累計額 ÷ （有形固定資産合計 － 土地 ＋ 減価償却累計額） × 100
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総合計画書
法定
計画 計　画　名　称

計画期間
計画所管課

章 分野 開始
年度

終了
年度

基礎条件
○ 鎌倉市都市マスタープラン 10 ～ まちづくり景観部 都市計画課

鎌倉市環境基本計画＜第2期改訂版＞ 18 27 環境部 環境政策課
○ 鎌倉市緑の基本計画 8 42 まちづくり景観部 みどり課

計画の推進に
向けた考え方

鎌倉市公共施設再編計画基本方針 25 ～

経営企画部
経営企画課

鎌倉市公共施設再編計画 26 ～
新鎌倉行政経営戦略プラン 23 27

行革推進課
鎌倉市第3次職員数適正化計画 24 27
鎌倉市財政計画 24 27

総務部 財政課
土地開発公社の経営の健全化に関する計画 25 29

○ 鎌倉市地域防災計画 S39 ～ 防災安全部 総合防災課
○ 鎌倉市緑の基本計画 8 42

まちづくり景観部
みどり課

○ 鎌倉市景観計画 18 ～ 都市景観課
鎌倉市交通マスタープラン 9 ～ 交通計画課
第2期鎌倉市観光基本計画 18 27 市民活動部 観光商工課
鎌倉市環境基本計画 18 27 環境部 環境政策課

第
１
章

平和 ―

人権
かまくら人権施策推進指針（改訂版） 25 ～

経営企画部 文化人権推進課
○ かまくら21男女共同参画プラン（第2次） 24 33

多文化共生社会 ―

第
２
章

歴史環境
史跡永福寺跡保存整備基本計画 9 ～

文化財部 文化財課
（仮称）鎌倉博物館展示等整備計画 21 ～

○ 鎌倉市緑の基本計画 8 42 まちづくり景観部 みどり課

文化
鎌倉市文化推進プラン21（改訂版） 26 31

経営企画部 文化人権推進課
（仮称）鎌倉美術館諸室配置等整備計画 21 ～

第
３
章

みどり ○ 鎌倉市緑の基本計画 8 42 まちづくり景観部 みどり課
都市景観 ○ 鎌倉市景観計画 18 ～ まちづくり景観部 都市景観課

生活環境

○ 鎌倉市環境基本計画＜第2期改訂版＞ 18 27

環境部

環境政策課
鎌倉市エネルギー基本計画 26 42

○ 鎌倉市地球温暖化対策地域推進計画 19 27
○ 鎌倉市環境教育推進計画 19 27

○ 第2次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画ごみ処理
基本計画 18 27

資源循環課〇 第2次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画生活排水
処理基本計画 18 27

〇 鎌倉市分別収集計画（第7期） 26 30
海浜ベルト総合整備構想 11 37 環境保全課

第
４
章

健康福祉

鎌倉市健康福祉プラン 18 27

健康福祉部

福祉総務課
○ 鎌倉食育推進計画 25 29 市民健康課
○ 鎌倉市高齢者保健福祉計画 24 26 高齢者いきいき課
○ 鎌倉市障害者基本計画 24 29

障害者福祉課
○ 鎌倉市障害福祉サービス計画 24 26
○ 鎌倉市地域防災計画 S39 ～ 防災安全部 総合防災課



総合計画書
法定
計画 計　画　名　称

計画期間
計画所管課

章 分野 開始
年度

終了
年度

第
４
章

子育て

○ 鎌倉市次世代育成きらきらプラン〈後期計画〉 22 26

こどもみらい部 こどもみらい課○ （仮称）鎌倉市子ども・子育て支援事業計画 27
（予定）

31
（予定）

鎌倉市立保育園の民営化計画 18 ～
学校教育 かまくら教育プラン 16 ～ 教育部 教育総務課

青少年育成 ○
努力規定 鎌倉市子ども・若者育成プラン 23 27 こどもみらい部 青少年課

生涯学習
鎌倉市生涯学習プラン 23 32

教育部

教育総務課
（生涯学習センター）

第2次鎌倉市子ども読書活動推進計画 25 29
中央図書館

第2次図書館サービス計画 26 ～
スポーツ・

レクリエーション ○ 鎌倉市スポーツ振興基本計画 17 37 市民活動部 スポーツ課

第
５
章

防災・安全

鎌倉市危機管理対処方針 18 ～ 防災安全部 危機管理課・
総合防災課

○ 鎌倉市地域防災計画 S39 ～

防災安全部

総合防災課
○ 鎌倉市緊急事態対策計画（総論編） 25 ～

危機管理課地震災害時業務継続計画（第1次） 25 ～
○ 鎌倉市国民保護計画 18 ～
○ 鎌倉市耐震改修促進計画 19 ～ 都市調整部 建築指導課

鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン 20 ～ 防災安全部 市民安全課

市街地整備

○ 鎌倉市都市マスタープラン 10 ～ まちづくり景観部 都市計画課
深沢地域の新しいまちづくり基本計画 16 ～

拠点整備部

深沢地域整備課
古都中心市街地まちづくり構想 12 ～

再開発課

鎌倉駅西口周辺まちづくり基本計画 14 ～
大船駅周辺地区都市づくり基本構想
（大船駅周辺地域総合整備構想） 6 ～

大船駅南部地区のまちづくり基本方針 11 ～
鎌倉芸術館周辺地区のまちづくり基本方針 11 ～
（仮称）大東橋周辺地区まちづくり基本構想（案） 11 ～
大船駅東口第2地区基本計画（案） 23 ～

総合交通
鎌倉市交通マスタープラン 9 ～ まちづくり景観部 交通計画課

○ 鎌倉市交通安全計画 23 27
防災安全部 市民安全課

鎌倉市自転車安全総合推進計画 25 ～
道路整備 鎌倉市橋りょう長寿命化修繕計画 24 27 都市整備部 道路課

住宅・住環境
鎌倉市住宅マスタープラン 18 27

都市整備部

建築住宅課鎌倉市営住宅ストック総合活用計画 15 ～
鎌倉市営住宅長寿命化計画 22 31

下水道・
河川

鎌倉市下水道マスタープラン 18 27
下水道河川課鎌倉市下水道中期ビジョン 24 33

鎌倉市下水道総合浸水対策計画 20 ～

第
６
章

産業振興
鎌倉市商工業振興指針 24 27

市民活動部
観光商工課

○ 農業振興地域整備計画 8 ～ 産業振興課
観光 第2期鎌倉市観光基本計画 18 27 観光商工課

勤労者福祉 ―
消費者対策 ―



参考資料

1　趣旨
　第3次鎌倉市総合計画は、平成8年3月に策定され、平成37年度までの基本構想、平成27年
度までの基本計画を定めています。市では、基本構想に掲げた将来都市像である「古都として
の風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち」の実現に向けた市政運営を進
めてきました。
　現行基本計画は、人口減少社会の到来、右肩上がりの経済の終焉といった社会経済状況の下、
新しい時代の社会変化に対応した「元気で輝く鎌倉」をつくるための計画として平成18年に策
定し、これまでに前期・中期・後期の3期の実施計画に取り組んできました。
　平成24年度にスタートした後期実施計画は、景気の低迷により市の歳入の根幹を成す市税
収入に大きな改善が見込めない中、中期実施計画からの継続事業に新たな事業が加わったこと
により、計画規模が拡大し、大きな財源不足が生じる結果となりました。
　加えて、公共施設の老朽化に伴う維持管理・建替費用の増大や、平成23年3月11日に発生
した「東日本大震災」を踏まえた安全・安心なまちづくり、特に、14mを超えると予測される
大津波に対する防災・減災対策は、本市における新たな、そして緊急を要する課題であり、現
在策定中の地域防災計画に基づいた取組が急務となっています。
　このような中で、「鎌倉」に住むこと、訪れることの素晴らしさを、市民はもとより、世界中
の方々に再確認してもらえるよう、もう一度、基本構想における将来都市像の実現に向けたま
ちづくりを力強く進めていかなければなりません。
　そのためには、今こそ、危機的状況にある、硬直化した行財政運営を改め、持続可能な都市
経営 をこれまで以上に推進するとともに、市民力・地域力を発揮し、鎌倉が誇る資源を活か
しながら、新しい魅力を創造し続けることが重要です。計画の策定にあたっては、このような
認識に基づいた、新たな視点からの対応が求められます。
　そこで、今回、基本構想を一部修正するとともに、現行基本計画の見直しに着手し、次期基
本計画を前倒しして策定しようとするものです。

２．第3期基本計画の策定過程

第3次鎌倉市総合計画
基本構想一部修正及び次期基本計画策定方針

経営企画課
平成24年9月



2　総合計画の概要について
（1）総合計画の全体構成

（2）総合計画の期間

3　基本構想の一部修正について

8
平成

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

第1期基本計画
（10年間）

第2期基本計画
（10年間）

基本構想期間

前期実施計画
（8～12）

後期実施計画
（13～17）

改訂（11～12） 改訂（15～17）

前期実施計画
（18～22）

中期実施計画
（21～25）

後期実施計画
（24～27）

成
基本構基基本構

23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

画計画画

期間想期期間間期間想期期間間

施計画実施計画画
2～25）

期実施計後期期実施計計画期後期期実
（24～27）24～～27

第3期基本計画
（6年間）

前期
実施計画
（26～28）

後期
実施計画
（29～31）



4　次期基本計画策定にあたっての考え方について
（1）基本計画策定において配慮する事項

（2）次期基本計画策定の視点

参考資料



5　策定の取組について
（1）未来を共有する場づくり

（2）パブリックコメントの実施

（3）広報活動

（4）庁内の検討体制



（5）総合計画審議会

6　行政評価の反映について

7　基礎調査について

（1）市民意識調査

（2）近隣市状況調査

（3）財政分析

8　個別計画との調整について

9　スケジュールについて

参考資料
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（１）開催目的

（２）総括評価の対象

（３）実施時期
ア. 内部評価

イ. 外部評価

ウ. 評価結果の決定

（4）評価者

ア　専門評価委員（行政評価アドバイザーが兼務。＜＞内は、主な専門分野等。）

イ　市民評価委員

参考資料



（5）評価結果の活用

（6）評価結果の公表

（7）総括評価総評

はじめに

総括評価が持つべき視点
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各年の施策進行評価にみる変化

選択と集中---施策の優先順位に資する評価



市民力と地域力---これからのまちづくりを支える原動力

総括評価の結果



参考資料

おわりに



（１）調査目的

（２）調査対象

（３）調査の構成

（４）調査期間

（５）調査の実施方法

（６）調査票回収状況と回収率
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（７）調査結果概要
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（８）計画への反映



（１）開催目的

（２）実施方法

（３）開催概要
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（４）調査結果概要
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件

１ 人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち 1件

２ 歴史を継承し、文化を創造するまち 6件

３ 都市環境を
 保全・創造するまち 35件

４ 健やかで心豊かに
 暮らせるまち 27件

５ 安全で快適な
 生活が送れるまち 49件

６ 活力ある
 暮らしやすいまち 60件

７ その他
98件



（５）計画への反映
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（１）開催目的

（２）実施方法

（３）開催概要

（４）調査結果概要

福祉・世代間交流
23%

まち・住環境の向上
13%

人口増加
12%

市民参画・協働
12%

地域活性化
10%

施設・土地利用
8%

行政改革・財政健全化
8%

ボランティア
7%

交通
6%



（５）計画への反映
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（１）開催目的

（２）実施方法

（３）開催概要

（４）調査結果概要



（５）計画への反映
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（１）開催目的

（２）実施方法

（３）開催概要
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（４）調査結果概要



（５）計画への反映
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（１）鎌倉市総合計画策定委員会の歩み



（２）策定委員会名簿
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（１）総合計画審議会の審議経過（概要）



（２）鎌倉市総合計画審議会委員名簿
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（３）諮問書



（４）総合計画審議会答申書
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３．根拠法令等
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